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トウモロコシ、大豆粕および DDGSを主

体とした採卵鶏用飼料にキシラナーゼを添

加した場合の産卵成績、代謝エネルギー

（ME）および体組成に及ぼす影響につい

て検討した。 

試験には 17 週齢の白色レグホン種

（Hy-Line W36）産卵鶏を総計 432羽用い、

ME 含量が異なる供試飼料 3 種類（①トウ

モロコシ、大豆粕および DDGSを配合した

対照飼料、②大豆油の配合量を変化させる

ことにより、対照飼料よりMEを 77kcal/kg

低下させた飼料および③同 154 kcal/kg 低

下させた飼料）とキシラナーゼ添加の有無

（無添加および 1,500 単位/kg 添加）を組

み合わせた 6 種類の飼料に 72 羽（9 羽/群

×8群）ずつを割り付けて 24週間飼育した。

対照飼料におけるトウモロコシ、大豆粕お

よび DDGS の配合割合は、前期（20～30

週齢）用飼料では 43.11 %、25.55 %および

10 %、中期（31～40 週齢）用飼料では

50.51 %、17.74 %および 10 %、後期（41

～44週齢）用飼料では 48.37 %、16.34 %

および 15 %であり、CP（粗たん白質）‐

ME 水準は、前期用飼料では 19.29 %‐

2,900 kcal/kg、中期用飼料では 16.12 %‐

2,875 kcal/kg、後期用飼料では 16.62 %‐

2,850 kcal/kgであった。 

その結果、飼料の ME水準の低下に伴っ

て飼料摂取量が有意に増加したが、いずれ

のME水準においてもキシラナーゼ添加に

よる有意な影響は認められなかった。産卵

率、日産卵量および飼料効率には ME水準

を低下させることによる有意な影響は認め

られなかったが、いずれのME水準におい

てもキシラナーゼの添加により成績が改善

される傾向を示し、試験全期間における産

卵率および日産卵量では有意な改善効果が

確認された。 

32 週齢および 44 週齢において、各供試

飼料の MEを実測した結果、32週齢におい

ては、いずれのME水準においてもキシラ

ナーゼの添加によってME価が有意に高ま

ったが、44週齢においてはキシラナーゼの

添加により ME価は有意に低下した。 

試験終了時に各群から 3羽ずつを無作為

抽出して屠体のたん白質、脂肪および灰分

含量を調査した結果、脂肪含量は供試飼料

のME水準の低下に伴って減少する傾向を

示したが、たん白質および灰分含量には

ME 水準の低下に伴う影響は認められなか

った。また、屠体のたん白質、脂肪および

灰分含量にはキシラナーゼ添加による影響

は認められなかった。 

 


